
平
成
二
十
八
年干支

は
申さ

る

新町　原幸雄さんの制作
初音（はつね）

「仲良く身を寄せ合い」力を合わせて…
　　　　　　　　　　アルプス公園在住

育成会　餅つき体験

親子で
「お飾り」作り体験!

2016年　1月9日　三九郎
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く
引
き
直
さ
れ
、
歩
行
者
、
自
転

車
利
用
者
へ
の
配
慮
や
安
全
性
が

一
層
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
新
年
度
か
ら
平
成
三
十

年
頃
を
目
標
に
附
属
幼
稚
園
北

東
の
歩
道
橋
地
点
ま
で
工
事
が

進
め
ら
れ
、
信
大
西
側
の
歩
道

は
、
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
幅
に
広

げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
松
本
市
も

こ
れ
に
合
わ
せ
、
次
世
代
交
通
政

策
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
」
の
一
環
と
し
て
、
信
大
西
門

バ
ス
停
に
お
い
て
、
屋
根
を
設
け

る
な
ど
バ
ス
待
ち
環
境
の
改
善

が
図
ら
れ
ま
す
。

　

一
〇
年
以
上
前
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
声
を
上
げ
、病
院
前
の
国
道
、

市
道
拡
幅
に
努
力
さ
れ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
安
全
、
利
便

性
が
よ
り
高
ま
れ
ば
地
域
に
と
っ

て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
春
を
告
げ
る
花

　
　
　
　
福
寿
草
と
節
分
草

　

春
を
告
げ
る
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の

多
年
草
、
福
寿
草
と
節
分
草
に
つ

い
て
う
ん
蓄
を
お
話
致
し
ま
す
。

　

寒
さ
に
耐
え
健
気
に
咲
く
、
春

の
使
者
、
福
寿
草
や
節
分
草
は
本

当
に
美
し
い
。
昔
は
落
葉
広
葉
樹

林
の
中
で
普
通
に
見
る
事
が
で
き

た
も
の
で
す
。
今
で
は
一
度
生
育

地
が
知
れ
渡
る
と
盗
掘
の
被
害
を

受
け
、
残
念
な
が
ら
消
滅
の
道
を

歩
む
事
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

此
の
頃
は
地
元
の
皆
さ
ん
が
手

を
加
え
、
保
護
管
理
を
行
い
村
の

財
産
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ

れ
る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
に
は
二
種
類
の
福
寿
草
が

生
育
し
「
花
弁
」
と
「
が
く
片
」

の
長
さ
に
よ
り
、
一
般
種
と
ミ
チ

ノ
ク
福
寿
草
に
分
か
れ
ま
す
。

　

花
弁
が
が
く
片
よ
り
長
い
種
を

ミ
チ
ノ
ク
福
寿
草
と
呼
び
ま
す
。

県
南
部
で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

節
分
草
も
が
く
片
が
十
枚
以
上

で
花
弁
が
白
色
で
少
し
大
き
い
も

の
を
信
濃
節
分
草
と
命
名
、
大
変

希
少
価
値
が
高
い
。
群
生
地
で
有

名
な
の
が
、
福
寿
草
の
旧
四
賀
村

と
節
分
草
の
木
曽
日
出
塩
で
す
。

　

春
に
な
っ
た
ら
一
度
見
に
出
か

け
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
二
十
五
年
か
ら
二
年
間
、

信
大
病
院
南
側
市
道
で
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
、

安
原
地
区
を
含
む
三
地
区
が
集
中

豪
雨
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
こ
の

工
事
は
、
そ
の
浸
水
防
止
策
と
し

て
、
暗
渠
の
新
設
や
横
田
溝
渠
と

の
接
続
等
で
豪
雨
時
に
、
貯
留
量

が
一
定
量
を
超
え
る
と
排
水
ポ
ン

プ
が
作
動
し
女
鳥
羽
川
に
排
水
さ

れ
る
構
造
に
し
た
も
の
で
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り

様
々
な
自
然
現
象
が
発
生
す
る
中

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
す
。

　

一
方
、
国
道
１
４
３
号
線
沿
い

の
美
須
々
ケ
丘
高
校
隣
、
中
原
児

童
公
園
西
側
で
昨
年
十
一
月
か
ら

こ
の
一
月
中
旬
に
か
け
て
歩
道
の

整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

歩
道
端
を
流
れ
て
い
る
水
路
を
東

に
寄
せ
、
信
大
西
側
水
路
へ
一
直

線
に
繋
げ
な
が
ら
、
歩
道
自
体
も

公
園
側
に

広
げ
ら
れ

ま
す
。
ま

た
、
追
分

交
差
点
ま

で
の
区
間

は
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク

が
設
置
さ

れ
ま
す
。

バ
ス
停
斜

線
も
新
し

　

新
町
の
原
幸
雄
さ
ん
が
、
初
音

（
は
つ
ね
）を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

春
の
季
語
「
う
ぐ
い
す
ぶ
え
」

の
名
前
の
方
が
広
く
国
内
の
多
く

の
地
域
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
少

数
派
で
す
が
、
県
内
や
日
本
の
地

方
に
も
、
松
本
の
よ
う
に
初
音
の

名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
地
域
も
全

国
に
あ
り
ま
す
。

　

原
さ
ん
に
子
供
の
頃
の
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。松
本
平
で
は
、

大
晦
日
の
夜
か
ら
正
月
の
三
が
日

に
、
新
春
を
祝
い
歩
き
な
が
ら
販

売
さ
れ
た
。「
の
ぼ
り
初
音
」
と

呼
ん
で
、
一
丁
目
か
ら
順
に
上
に

外
の
町
々
に
、
初
音
が
売
ら
れ
た

時
代
が
あ
っ
た
、と
の
こ
と
で
す
。

　

原
さ
ん
の
初
音
作
り
も
四
半
世

紀
以
上
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
、

倒
れ
た
お
父
さ
ん
の
作
品
を
参
考

に
見
様
見
真
似
で
始
ま
り
ま
し

た
。
完
成
品
を
も
と
に
、
竹
の
素

材
選
定
か
ら
切
り
出
し
・
加
工
・

作
業
の
流
れ
か
ら
笛
の
音
検
査
、

描
き
ま
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
教
わ
っ
た
工
程
は

無
く
、自
分
な
り
の
工
夫
を
加
え
、

素
材
も
安
全
を
優
先
し
て
変
更
を

重
ね
、現
在
の
笛
に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の
取

材
も
年
末
に
か
け
て
幾
つ
も
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
音
作

り
も
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
来

た
の
で
し
ょ
う
。
今
は
、
そ
う
た

く
さ
ん
売
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
平
穏
な
年
末
に
記
事
が

載
っ
た
時
は
、
思
い
が
け
ず
た
く

さ
ん
売
れ
て
、
三
が
日
に
追
加
製

作
に
追
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
深
志
神
社
・
四
柱
神

社
・
護
国
神
社
で
買
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

伝
承
の
為
に
、
や
め
る
に
や
め

ら
れ
ぬ
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

整
備
が
進
む
信
大
と
そ
の
周
辺
①
安
心
と
安
全
の

道
路
整
備

春
を
告
げ
る
初
音
の
笛

❖
初
音
を
作
り
続
け
て
❖
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